
令和5年
4.11（火） 第1回 少年リーダー部会
4.20（木） 第1回 青少年委員定例会・委員会
5.9（火） 第1回 子どもフェスティバル部会
5.12（金） 第2回 少年リーダー部会
5.15（月） 第1回 研修・広報部会
5.18（木） 第2回 青少年委員定例会・委員会
5.26（金） 中央ブロック定例会（文京区当番）
5.27（土） 東京都青少年委員会連合会総会
5.28（日） 少年リーダー養成研修会  大学生・高校生スタッフ研修会
6.6（火） 子どもフェスティバル 第1回実行委員会
6.8（木） 第2回 研修・広報部会
6.9（金） 第3回 少年リーダー部会
6.14（水） 第3回 青少年委員定例会・委員会
6.18（日） 少年リーダー養成研修会 実地踏査
6.24（土）～25（日） 青少年委員 宿泊研修会（山形県東根市）
7.1（土） PTA連合会との合同研修会
7.10（月） 子どもフェスティバル 地域別コーナー担当者会議
7.11（火） 第4回 少年リーダー部会
7.20（木） 第4回 青少年委員定例会・委員会
7.22（土） 少年リーダー養成研修会 中学生研修会
8.5（土） 少年リーダー養成研修会 事前研修
8.12（土）～15（火） 少年リーダー養成研修会 宿泊研修
9.2（土） 少年リーダー養成研修会 事後研修
9.5（火） 第2回 子どもフェスティバル部会
9.8（金） 子どもフェスティバル ポスター審査会
9.11（月） 第3回 研修・広報部会
9.15（金） 第5回 青少年委員定例会・委員会
9.21（木） 子どもフェスティバル 安全管理従事実行委員打合せ会
9.26（火） 子どもフェスティバル 第2回実行委員会
9.30（土） 中央ブロック研修大会（港区当番）
10.5（木） 第6回 青少年委員定例会・委員会
10.9 (月・祝)　 区民スポーツの日（雨天のため一部中止）　
10.15（日） 第44回 子どもフェスティバル（雨天中止）
10.20（金） 第5回 少年リーダー部会
10.29（日） 少年リーダー養成研修会  大学生・高校生スタッフ研修会
11.2（木） 第4回 研修・広報部会
11.6（月） 第3回 子どもフェスティバル部会
11.16（木） 第7回 青少年委員定例会・委員会
令和6年
1.4（木） 第8回 青少年委員定例会・委員会
1.8（月・祝） 二十歳のつどい
1.16（火） 第6回 少年リーダー部会
1.20（土） 中央ブロック新年会（中央区当番）
1.29（月） 第5回 研修・広報部会
2.1（木） 第9回 青少年委員定例会・委員会
2.7（水） 区長との意見交換会
2.25（日） 東京都青少年委員大会
2.26（月） 第6回 研修・広報部会
2.29（木） 第7回 少年リーダー部会
3.8（金） 第10回 青少年委員定例会・委員会
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この２年間、無事に宿泊研修が
実施でき、多くの子ども達に参
加頂けたこと、その中で事務局・
大スタ・高スタ・青少年委員の
皆で議論し、様々な課題に向き
あい対応してきたことが財産だ
と思います。ありがとうござい
ました。 （部長 茂木龍哉）

青少年委員だより第83号をお届けいたします。本号では昨秋以降の実施行事に加え、
青少年委員制度発足70周年にちなんで、これまでの中央区青少年委員活動の変遷を
過去の青少年委員だよりの表紙とともにご紹介いたします。時代に合わせて活動内
容や方法を変化させていくことはもちろん必要ですが、現在そして未来の青少年委
員活動は諸先輩方が積み重ねてきた蓄積の上に成り立っていることも強く感じた次
第です。特集ページの編纂をご担当された藤丸副会長にこの場を借りて感謝申し上
げます。 （直江宏一）

青少年委員一期目で右も左も分からない私でしたが、研修広報委員をやらせていた
だいたことで、青少年委員会の全体像を見ることができたように思います。リー研
や子フェス、二十歳のつどい等のメインの活動以外にも、他区との交流会や合同研
修会、東根での研修など、やっていることは盛りだくさん。地域の青少年のために
頑張っている青少年委員会の活動を少しでも知っていただけたら嬉しいです。
 （青柳聖真 )

部会活動 ー２年間の振り返りー

2022年の子どもフェスティバル
は晴天の下無事に開催されまし
たが、2023年は大雨の影響で
残念ながら中止になりました。
開催に向けて半年以上前からご
準備いただいた各地区委員会・
各PTA・各団体そして事務局の皆
さま、ありがとうございました。

（部長 山口滋久）

初めての研修広報担当でしたの
で、多岐にわたる委員会活動の
目的や内容を改めて自分自身で
理解しながら進めてきた２年間
でした。少しでも広くわかりや
すくお伝えできていれば幸いで
す。そして部会メンバーの皆様
のご協力に改めて感謝申しあげ
ます。          （部長 直江宏一）

総務は今期から本格的に活動が
始まりました。お楽しみ会・定
例会後の懇親会・卒業旅行など、
コロナ禍ではできなかった青少
年委員の親睦を深めることに力
を入れて取り組みました。
一緒に活動できたメンバーには
心より感謝申しあげます。 

（部長 礒田晴美）

総務担当

研修・広報部会

子どもフェスティバル部会

少年リーダー部会

活動の記録

中央区青少年委員7
0年の歩み

二十歳のつどい
特集

令和6年３月発行



第10号 第20号

青少年委員制度70周年青少年委員制度70周年中央区青少年委員70 年の歩み（1953 年～2023年） 最近10年間の会長から
「青少年委員の思い出」
直近10年間の会長から
「青少年委員の思い出」
直近10年間の会長から
「青少年委員の思い出」

最後のリー研の感想「事務局のガンバリ」
「スタッフの涙」「研修生の笑顔」が思い出
される。

 松岡 誠一郎（平成26～ 27年度会長）

10 年間、リー研で新しいプログラムやプ
ログラムスタッフを新設したことなど楽し
い思い出です。

 川口 修一郎（平成28～ 29年度会長）

リーダー養成研修会で、研修生の皆から
センリケンと声をかけられた時、めっちゃ
嬉しかった。

 嶋田 一夫（平成 30～令和元年度会長）

各地区から選ばれた青少年委員の方々と
の活動全てが良き思い出であり財産です。

 福山 照一（令和 2～ 3年度会長）

良きメンバーと10年間、青少年健全育成
のお役に立てたことに幸せを感じます。

 海老原 裕（令和 4～ 5年度会長）

令和 2年度　コロナ禍で工夫した
「家族で踊ろう青少年委員会リモート盆踊り大会」

令和 3年度 コロナ禍でオンライン開催となった「少年リーダー養成研修会」

過去の「青少年委員だより」

第１号

第40号 第50号第30号

第70号第60号

平成29年度
雨の「子ども
フェスティバル」

平成 30年度
少年リーダー養成研修会

「カーニバル」

第80号

昭和 27
（1952）年度

●東京都青少年委員 265 名委嘱（昭和 28 年 2月1日付）
●「東京都青少年委員の設置及び報酬に関する条例」都議会可決（昭和 28 年 3月31日付）

昭和 28年度
●青少年委員協議会結成 
● 東京都青少年委員制度発足委員 300 名　（中央区推薦青少年委員 5 名　児童 5,000人に1
名の割合 任期1年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和 29年度 ●中央区推薦青少年委員 6 名に増員 
●第一回青少年委員協議会全都大会開催

昭和 30年度
●中央区青少年問題協議会条例施行 
●中央区補導連絡会、区内警察署毎に設置（事務局は警察署） 
●東京都青少年委員連絡協議会（都連協）結成

昭和 31年度 ●青少年委員全都で 500名に増員
●中央区推薦青少年委員11名に増員（区の出張所を単位に1名ずつ委嘱）

昭和 32年度 ●青少年委員の任期 2年に延長

昭和 33年度
●青少年委員全都で 700 名に増員 
●中央区青少年対策地区委員会設置（16 地区） 
●中央区推薦青少年委員16 名に増員（地区毎に委嘱）

昭和 34年度 ●都連協ブロック研修会始まる

昭和 35年度 ●青少年委員全都で 960 名に増員、研修活動活発化 
●中央区推薦青少年委員19 名に増員（1小学校区1名委嘱）

昭和 38年度 ●中央区青少年委員連絡協議会研修組織設置
　（条件整備・広報調査・研修・青年教育・少年教育の 5 専門部）

昭和 39年度 ●東京都青少年の健全な育成に関する条例制定

昭和 40年度

● 青少年委員制度、区に移管（中央区教育委員会において各小学校の通学区域毎に1名 計18 名
委嘱）

●補導連絡会　警察署から区へ移管 
●「都連協」名称を「東京都青少年委員会連合」（都連合）改称

昭和 46年度 ● 中央区青少年委員、選出母体を各小学校の通学区域から各青少年対策地区委員会へ変更し、
計19 名を委嘱

昭和 47年度 ●中央区「ジュニアリーダー養成研修会」（対象者は中学生）青少年委員協力のもとに開始 
●会の名称を「中央区青少年委員協議会」から「中央区青少年委員会」に変更

昭和 49年度 ●中央区青少年委員数増　計21名（月島地区人口増による2名増員）

昭和 54年度 ●中央区「青少年委員とPTAとの懇談会」開始 
●中央区「青少年委員だより」創刊

昭和 55年度 ●中央区「子どもフェスティバル」、青少年委員会提言等により開始 
●中央区「シニアリーダー養成研修会」（対象者は高校生）、青少年委員会の協力で開始

昭和 61年度 ● ジュニアリーダー養成研修会から「少年リーダー養成研修会」に名称及び対象者を変更。同時
にシニアリーダー養成研修会は終了

平成５年度 ●佃地区委員会、月島地区委員会から分立　委員定数 22名に増
平成６年度 ●勝どき・豊海地区委員会、月島地区委員会から分立
平成７年度 ●中央区青少年委員数増　計23 名（佃地区委員会1名増）

平成 13年度 ●青少年委員宿泊研修、東根市で同市青少年育成推進員と交流研修実施 
●晴海地区委員会、月島地区委員会から分立

平成 14年度 ●青少年委員数増 24 名（晴海地区委員会設立に伴う1名増）
平成 15年度 ●青少年委員による中・高校生の意識・実態調査
平成 17年度 ●実行委員会を組織して成人の日記念式典を実施
平成 22年度 ●少年リーダー養成研修会ＯＢ・ＯＧ会　若葉会発足
平成 23年度 ●東根市青少年育成推進委員と中央区青少年委員双方での交流研修会実施
平成 26年度 ●青少年委員宿泊研修で「ＡＥＤを使用した救急法等」を受講
平成 27年度 ●「青少年委員だより」第 63号よりフルカラー化

平成 28年度 ● 中央ブロック研修大会（中央区「私と青少年の関わり方－相撲部屋の日常を通して－」講師　公
益財団法人日本相撲協会荒汐部屋　鈴木ゆか氏）

平成 29年度 ●雨の中での子どもフェスティバル開催 
●東京都青少年委員大会が銀座ブロッサムで開催

平成 30年度 ●青少年委員数増 25 名（晴海地区委員会1名増計2名）

令和元年度 ● 中央ブロック研修大会（中央区「発達障害について考える―団体生活の中での接し方－」講師　
株式会社 Kaien　就労移行支援事業所サービス代表取締役　鈴木慶太氏）

令和２年度
●「家族で踊ろう青少年委員会リモート盆踊り大会」開催 
●青少年委員会にラインワークス導入 
●「新成人のつどい」感染拡大防止のためオンライン配信

令和３年度 ●少年リーダー養成研修会オンライン開催 
●「新成人のつどい」感染症対策として 2部制に分けて開催

令和４年度
● 中央ブロック研修大会（中央区「メタバースとは－新しいコミュニケーションを考える－」講師　
株式会社 Preferred Networks　執行役員　福田昌昭氏）

●少年リーダー養成研修会の宿泊研修等及び子どもフェスティバルが 3 年ぶりに開催
令和５年度 ●東根市青少年育成推進委員と中央区青少年委員双方での交流研修会実施

2014 年 ～

1979 年 ～

中央区青少年委員は 今年度で70周年を迎えました。
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快晴の成人の日、ロイヤルパークホテルにて二十歳のつどいが開
催されました。銀座中学校の合唱から始まり 621名の参加者が友
達との再会に歓喜していました。小学校、中学校の恩師のビデオ
レターやアトラクションが行われ大変盛り上がりました。
二十歳のつどい実行委員会の皆さまお疲れ様でした。

令和 6年 1月
8日

二十歳のつどい

［会場］ロイヤルパークホテル

区長挨拶

実行委員
様々な出来事がある中、無事に終えるこ
とができました。開催に協力してくだ
さったみなさまのおかげで人生において
の宝になりました。関係者の方、来場し
てくださった二十歳の方々、本当にあり
がとうございました。

中央区二十歳のつどい実行委員会会長
前川愛香里

中央区博士は誰だ！

恩師からのメッセージ
銀座中学校合唱

青少年委員

二十歳のスペシャルルーレット

二十歳のメッセージ
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中央ブロック（千代田区・港区・文京区・
中央区）の青少年委員とともに白金の丘学
園で行われた中央ブロック研修会に参加し
ました。スプリングハズカム合同会社 代表
社員 曽我道行氏による「アニマルセラピー
の可能性について」の講演を通してイヌの
持つ能力そしてその力を活用した情操教育
について学びました。

大学生スタッフや高校生スタッフと築地社会教育会館にて、今年度最
後の研修会で振り返りを行いました。
前半はグループに分かれて宿泊研修の反省点と次年度に向けた提言を
発表し、後半は中央区で盛んなニュースポーツのキンボールを体験し
ました。
来年度の少年リーダー養成研修会がさらに良いものになるよう、今後
もブラッシュアップを図っていきます。

山本区長との意見交換会を北京烤鴨店（ペキンカォヤーテン）銀座店
で行いました。今年は青少年委員会全体の視点から意見をまとめるこ
ととし、毎年８月の少年リーダー養成研修会について、猛暑で屋外活
動が制限される現状を踏まえ、新しい実施場所の検討と暑さ対策の必
要性を提起しました。また、委員会活動全般の広報手段についても、
直接子どもたちに伝わるように、タブレット端末や SNS を活用した
情報発信の可能性について意見交換をしました。

今年度は昭和 28年の東京都青少年委員制度設置から70周年とい
う節目の年となるため、全都の青少年委員が一堂に会す青少年委
員大会に合わせて記念大会が開催されました。
会場となった大妻講堂（千代田区）では、まず千代田区立九段中
等教育学校吹奏楽部による演奏から始まり、第１部では、長らく
青少年委員会に携わった方々の表彰式が行われました。また第２
部の講演会では、「気候変動に伴う子どもたちへの健康影響」と
題して、気象予報士・フリーアナウンサーの根本美緒氏による講
演会が行われ、気候変動の現況や研究者そして子育て世代という
視点からその適応策について聴講しました。

中央ブロックの青少年委員が集まり、新年
会を開催し親睦を深めました。今回は中央
区が幹事となり、銀座ライオン・クラシッ
クホールで行われました。山本区長を来賓
としてお迎えし、中央区クイズや、委員か
らの提供品や中央区の銘品を集めてのビン
ゴなど、委員一丸となって、中央区ならで
はのおもてなしをさせていただきました。

子どもフェスティバルは残念ながら雨天中止となりました。

少年リーダー養成研修会　大学生・高校生
スタッフ研修会　令和5年 10月 2

9日
東京都青少年委員会連合会 中央ブロック研修会 令和5年 9月 30日

東京都青少年委員会連合会 中央ブロック新年会  令和 6年 1月 20日

東京都青少年委員制度発足 70周年記念大会　令和6年 2月
25日

区長との意見交換会 令和6年 2月 7日
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令和5年
4.11（火） 第1回 少年リーダー部会
4.20（木） 第1回 青少年委員定例会・委員会
5.9（火） 第1回 子どもフェスティバル部会
5.12（金） 第2回 少年リーダー部会
5.15（月） 第1回 研修・広報部会
5.18（木） 第2回 青少年委員定例会・委員会
5.26（金） 中央ブロック定例会（文京区当番）
5.27（土） 東京都青少年委員会連合会総会
5.28（日） 少年リーダー養成研修会  大学生・高校生スタッフ研修会
6.6（火） 子どもフェスティバル 第1回実行委員会
6.8（木） 第2回 研修・広報部会
6.9（金） 第3回 少年リーダー部会
6.14（水） 第3回 青少年委員定例会・委員会
6.18（日） 少年リーダー養成研修会 実地踏査
6.24（土）～25（日） 青少年委員 宿泊研修会（山形県東根市）
7.1（土） PTA連合会との合同研修会
7.10（月） 子どもフェスティバル 地域別コーナー担当者会議
7.11（火） 第4回 少年リーダー部会
7.20（木） 第4回 青少年委員定例会・委員会
7.22（土） 少年リーダー養成研修会 中学生研修会
8.5（土） 少年リーダー養成研修会 事前研修
8.12（土）～15（火） 少年リーダー養成研修会 宿泊研修
9.2（土） 少年リーダー養成研修会 事後研修
9.5（火） 第2回 子どもフェスティバル部会
9.8（金） 子どもフェスティバル ポスター審査会
9.11（月） 第3回 研修・広報部会
9.15（金） 第5回 青少年委員定例会・委員会
9.21（木） 子どもフェスティバル 安全管理従事実行委員打合せ会
9.26（火） 子どもフェスティバル 第2回実行委員会
9.30（土） 中央ブロック研修大会（港区当番）
10.5（木） 第6回 青少年委員定例会・委員会
10.9 (月・祝)　 区民スポーツの日（雨天のため一部中止）　
10.15（日） 第44回 子どもフェスティバル（雨天中止）
10.20（金） 第5回 少年リーダー部会
10.29（日） 少年リーダー養成研修会  大学生・高校生スタッフ研修会
11.2（木） 第4回 研修・広報部会
11.6（月） 第3回 子どもフェスティバル部会
11.16（木） 第7回 青少年委員定例会・委員会
令和6年
1.4（木） 第8回 青少年委員定例会・委員会
1.8（月・祝） 二十歳のつどい
1.16（火） 第6回 少年リーダー部会
1.20（土） 中央ブロック新年会（中央区当番）
1.29（月） 第5回 研修・広報部会
2.1（木） 第9回 青少年委員定例会・委員会
2.7（水） 区長との意見交換会
2.25（日） 東京都青少年委員大会
2.26（月） 第6回 研修・広報部会
2.29（木） 第7回 少年リーダー部会
3.8（金） 第10回 青少年委員定例会・委員会
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この２年間、無事に宿泊研修が
実施でき、多くの子ども達に参
加頂けたこと、その中で事務局・
大スタ・高スタ・青少年委員の
皆で議論し、様々な課題に向き
あい対応してきたことが財産だ
と思います。ありがとうござい
ました。 （部長 茂木龍哉）

青少年委員だより第83号をお届けいたします。本号では昨秋以降の実施行事に加え、
青少年委員制度発足70周年にちなんで、これまでの中央区青少年委員活動の変遷を
過去の青少年委員だよりの表紙とともにご紹介いたします。時代に合わせて活動内
容や方法を変化させていくことはもちろん必要ですが、現在そして未来の青少年委
員活動は諸先輩方が積み重ねてきた蓄積の上に成り立っていることも強く感じた次
第です。特集ページの編纂をご担当された藤丸副会長にこの場を借りて感謝申し上
げます。 （直江宏一）

青少年委員一期目で右も左も分からない私でしたが、研修広報委員をやらせていた
だいたことで、青少年委員会の全体像を見ることができたように思います。リー研
や子フェス、二十歳のつどい等のメインの活動以外にも、他区との交流会や合同研
修会、東根での研修など、やっていることは盛りだくさん。地域の青少年のために
頑張っている青少年委員会の活動を少しでも知っていただけたら嬉しいです。
 （青柳聖真 )

部会活動 ー２年間の振り返りー

2022年の子どもフェスティバル
は晴天の下無事に開催されまし
たが、2023年は大雨の影響で
残念ながら中止になりました。
開催に向けて半年以上前からご
準備いただいた各地区委員会・
各PTA・各団体そして事務局の皆
さま、ありがとうございました。

（部長 山口滋久）

初めての研修広報担当でしたの
で、多岐にわたる委員会活動の
目的や内容を改めて自分自身で
理解しながら進めてきた２年間
でした。少しでも広くわかりや
すくお伝えできていれば幸いで
す。そして部会メンバーの皆様
のご協力に改めて感謝申しあげ
ます。          （部長 直江宏一）

総務は今期から本格的に活動が
始まりました。お楽しみ会・定
例会後の懇親会・卒業旅行など、
コロナ禍ではできなかった青少
年委員の親睦を深めることに力
を入れて取り組みました。
一緒に活動できたメンバーには
心より感謝申しあげます。 

（部長 礒田晴美）

総務担当

研修・広報部会

子どもフェスティバル部会

少年リーダー部会

活動の記録

中央区青少年委員7
0年の歩み

二十歳のつどい
特集
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